
2-1 

2 3S-FE エンジン 

変更概要 2-2 

イグニッション 2-2 
2 準備品 2-2 

単体点検 2-2 
レジスティブコード 2-2 

スパークプラグ 2-2 

イグニッションコイル 2-3 

ディストリビューター 2-4 

2-4 イグナイター

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



2-2 
3S-FEエンジンーイグニッション 

T0017412 
変更概要

3S-FEエンジンの改良によりトヨタ カリーナED 修理書/追補版(品番62344,1991年8月発行)の内容から次の項目を 

変更しました。

1 イグニッション 

·イグノッションコイル,ピックアップコイルの基準値の変更 

T0017413 

イグニッション

遊薫 ·エンジン回転中は,バッテリーターミナルをはずさない。 

·有害なパルスが発生するような行為はしない。 

準備品

計 器 

09082-00012 トヨタエレクトリカルテスター 各部点検用

オシロスコープ エンジンコントロールコンピューター点検用

T0017414 

単体点検

レジスティブコード

1 抵抗点検 

(1) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,レジスティブコー 

ドの抵抗を測定する。

限度 25kΩ/本 

スパークプラグ

1 スパークプラグ取りはずし

2 スパークプラグ清掃,点検 

3 スパークプラグギャップ点検,調整 

4 スパークプラグ取り付け

T=180kg·cm 
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2-3 
3S-FEエンジンーイグニッション 

イグニッションコイル

100 文中の冷間時 ・ 温間時”とは、イグニッションコイル本体の 

温度を表す。

また,温度設定範囲を冷間時(-10〜50℃),温間時(50〜 

100°C)とする。 

1 入力電圧点検 
(1) イグニッションコイルのコネクターを取りはずす。 

(2) イグニッションスイッチをONにする。 
美

(3) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,ハーネス側コネク 

○ ターの④側端子↔ボデーアース間の電圧を測定する。 

基準値 10~14V 

(4)イグニッションスイッチをOFFにする。 

4 

R7580 A04596 

2 一次コイル抵抗点検 
(1) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,イグニッションコ 

イルの4端子→(端子間の抵抗を測定する。 

基準値 0.36~0.56Ω(冷間時 *) 

● 0.45〜0.65Ω(温間時*) 

D e 

R7590 A04597 

3 二次コイル抵抗点検 

(1)レジスティブコードを切り離す。 

(2) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,イグニッションコ 0 0 

イルの4土端子⇔高圧端子間の抵抗を測定する。 

基準値 9.0〜15.4kΩ(冷間時) 22 

11.4〜18.1 kΩ(温間時) 

(3) レジスティブコードを接続する。 

④ 

R7591 A04598 

4 絶縁抵抗点検 

(1) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,イグニッションコ 

イルの一端子↔ボデーアース間の抵抗を測定する。 
0 0 

基準値 10MQ以上 

(2) イグニッションコイルのコネクターを接続する。 

A04750 
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2-4 3S-FEエンジンーイグニッション 

ディストリビューター

新生産業 文中の冷間時:温間時*とは,ピックアップコイル本体の温 

度を表す。

また,温度設定範囲を冷間時(-10〜50℃),温間時(50〜 

100°C)とする。 

ク

1 エアギャップ点検

(1) ディストリビューターキャップおよびローターを取りはずす。 

(2) ダストプルーフカバーを取りはずす。 

(3) シックネスゲージを使用してエアギャップを測定する。 

基準値 0.2~0.5㎜ 

基準値外の場合は,ディストリビューターハウジングを交換す 

る。

R6246 

2 ビックアップコイル点検 

(1)ディストリビューターのコネクターを切り離す。 

(2) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,NE(NEDNE( 

端子間の抵抗を測定する。

NEO 201 基準値 135〜220Ω(冷間時) NE( 

175~255Ω(温間時7 

基準値外の場合は,ディストリビューターハウジングを交換す 

る。

IS-2-2-P A04211 

イグナイター

1 入力電圧点検 0 

(1) イグナイターのコネクターを切り離す。 

O (2) イグニッションスイッチをONにする。 

(3) ワイヤハーネス側の+B端子↔ボデーアース間の電圧を測定す 

る。

基準値 10~14V 
+日 1177 (4) イグナイターのコネクターを接続する。 R7593 A04753 

2 イグナイター点検 

④玉口掾 イグナイターはIC 部品を多数内蔵しており,イグナイター単 

体による点検は困難なため,次のフローチャートに従い点検 

した結果,良否を判断する。 

〈参考〉 フローチャートの見方

作業する項目

·点検する項目 

…不具合要因 

·ワイヤハーネス系も含む。 
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2-5 
3 S-FEエンジンーイグニッション 

スターターは回るがエンジンが始動しない

YES NO 
燃料系は正常か火花点検の結果は正常か 燃料系不良

YES 
2 NO 想

1 

(※印へ) 
レジスティブコードの抵抗値は正常か NO 

レジスティブコード不良
限 度 25kΩ/本 

YES 
V 

IGスイッチ ON時IGコイル④端子(ハーネス IG スイッチ ON およびSTART 時のIG スイッチコネ 
NO 

側)とボデーアース間の電圧は正常か クターIG2端子の電圧は正常か 

基準値10~14V 基準値 10~14V 

YES NO YES 
4 

パッテリー(-)ターミ ワイヤハーネス不良

ナルをはずし,IG (IG スイッチ→IGコイ 

スイッチのコネク ル間およびイグナイター

ターを切り離す のコネクター↔IGコイ 

ル間) 

IGコイル4端子↔(端子間の抵抗値は正常か IGスイッチ ONおよ NO NO 
基準値 0.36~0.55Ω(冷間時) びSTART時IGスイッ IG スイッチ不良 

0.45~0.65Ω(温間時) 
チのコネクターAM2 

YES 端子↔IG2端子間で導 YES 電源回路不良

通はあるか

IGコイル④端子→高圧端子間の抵抗値は正常か NO 
9.0~15.4kΩ(冷間時) IGコイル不良 基準値

11.4~18.1kΩ(温間時) 

YES 

IGコイル(端子↔ボデーアース間の抵抗値は正常か 
NO 基準値 10MΩ以上 

YES 

ディストリビューターのコネクターを切り離す

ディストリビューターピックアップコイルの抵抗は

正常か NO 
基準値 NE(4) NE( 135~2200 (冷間時) ディストリビューター不良

NE(HNE( 175~255Ω(温間時) 

YES 

ディストリビューターエアギャップは正常か NO 
ディストリビューター不良

基準値0.2~0.5mm 

YES 
¥ 

JA3824 
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2-6 3S-FEエンジンーイグニッション 

切り離したコネクターのハーネス側コネクターとエ

ンジンコントロールコンピューターのコネクターで

下記に示す端子間で導通はあるか ワイヤハーネス不良
NO 

(ディストリビューター↔エンジンコ 
ハーネス側↔コンピューター側 

ントロールコンピューター間) 

NE4+NEA 

NDO↔NE- 

YES 

イグナイターのコネクターを切り離す

切り離したコネクターのハーネス側コネクターとエ

ンジンコントロールコンピューターのコネクターで

下記に示す端子間で導通はあるか ワイヤハーネス不良
NO 

(イグナイター↔エンジンコントロー 
ハーネス側↔コンピューター側 

ルコンピューター間) 

IGT +IGT 

IGF+IGF 

YES 

ディストリビューターおよびイグナイターの

コネクターを接続する

オシロスコープをエンジンコントロールコン

ビューターNE端子に接続する 

エンジンコントロールコンピューター不良
エンジンをクランキングさせたときNE端子よりパ NO 

エンジンコントロールコンピューターアース不良
ルスが発生しているか

エンジンコントロールコンピューター電源回路不良
YES 

オシロスコープをエンジンコントロールコン

ピューターIGT端子に接続する 

エンジンをクランキングさせたときIGT端子より NO 
エンジンコントロールコンピューター不良

バルスが発生しているか

YES 

JA3219 
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2-7 
3S-FEエンジンーイグニッション 

オシロスコープをエンジンコントロールコン
(※) 

ピューターIGF端子に接続する 

エンジンをクランキングさせたときIGF 端子より YES 
ェンジンコントロールコンピューター不良

パルスが発生しているか

NO 

イグナイター不良

イグナイターアース不良

JA3220 

IOスイッチ エンジンコントロールコンピューター

M/T車 

2 
NE(H) IOF 

10 ● 7 [ No. 

13 12 1110 9 0000 74 g 4 121 6 55 J 夏AM2 102 ● 7 2 

22 20 24 23122  1 18 14 12 12 11:0 9 12 1 110 9 1 7 イグナイター (ハーネス刪) 

IOT NE 

13 4 5 IOF 

A/T 車 

10T +8 

NED 10F 
ディストリビューター

(本体側) (ハーネス側) 

1   !! 7664 1 2 
NE 

2   12  222112219181314181 16 18 14 12 13 111  
201 NE 

NEG 
IGT NE 

g-10-2-B Vd-54-2 1S-5-1-A 13-2-2-P 19-2-1-P VAD-04-2 
A04810 
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MEMO 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 


	3S-FE Engine
	Outline of Changes
	Ignition
	Preparation
	Component Inspection
	High-tension Cords
	Spark Plugs
	Ignition Coil
	Distributor
	Igniter




